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本
校
は
文
部
科
学
省
よ
り
３
回

目
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
、
本

年
度
で
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。

年
度
初
め
の
今
号
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

表
現
力
・
国
際
性
の
育
成

Ｓ
Ｓ
Ｈ
成
果
の
普
及
と
継
承

発展型課題研究

卓越研究者の
素養を育む研修

日本の将来を担うサイエンスイノベーター育成

異分野融合サイエンスとフィールドワーク研修
（科学の裾野を広げる）（センス・オブ・ワンダー体験）

Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
は
何
で
す
か
？

Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
以

下
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
略
し
ま
す
）
の
頭
文

字
で
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
研
究
開

発
指
定
校
で
す
。
未
来
を
担
う
科
学

技
術
系
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
、
理
数
系
教
育
の
充
実
を

は
か
る
取
り
組
み
で
す
。

全
国
で
約
２
０
０
校
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
の

高
等
学
校
の
４
％
程
度
で
、
日
本
有

数
の
進
学
校
な
ど
が
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

本
校
は
、
現
在
3
回
目
の
指
定
を

受
け
て
お
り
、
「
未
来
に
果
敢
に
挑

戦
で
き
る
科
学
技
術
系
人
材
の
育

成
」
を
研
究
開
発
課
題
と
し
て
、
平

成
２
９
年
度
～
令
和
３
年
度
ま
で
５

カ
年
間
取
り
組
み
ま
す
。

前
回
の
時
と
今
回
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ

指
定
で
の
違
い
は
？

今
回
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
に
お

い
て
も
、
進
学
実
績
を
上
げ
な
が
ら
、

「
科
学
の
甲
子
園
」
全
国
大
会
出
場

（
県
大
会
優
勝
）
や
日
本
学
生
科
学

賞
山
形
県
予
選
最
優
秀
賞
、
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学
部
門

出
場
（
県
探
究
活
動
課
題
研
究
発
表

会
最
優
秀
賞
）
な
ど
、
前
回
の
指
定

か
ら
引
き
続
き
活
動
の
成
果
が
目
に

見
え
て
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外

の
高
校
と
姉
妹
校
に
な
る
こ
と
で
、

国
際
的
な
連
携
も
さ
ら
に
発
展
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取

組
の
骨
組
み
は
そ
の
ま
ま
に
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
の
新
し
い
評
価
方
法
を

研
究
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
取
組
は
、

ＱＡ

大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
に
対
応
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
先
の
新
し

い
学
習
指
導
要
領
改
訂
も
見
据
え
た

取
組
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

左
図
は
、
今
回
の
取
組
の
概
念
図
で

す
。

入
学
し
て
か
ら
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
と

し
て
の
取
り
組
み
の
概
要
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
？

ＱＡ

ま
ず
、
１
年
生
全
員
を
対
象

と
し
て
学
校
設
定
教
科
・
科
目
『
異

分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
』
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
教
科
が

協
力
し
、
様
々
な
学
問
領
域
を
融
合

さ
せ
、
大
学
や
研
究
機
関
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
体
験
的
な
実
験
講
座

や
演
習
等
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

低
学
年
の
段
階
で
様
々
な
分
野
を

「
自
然
科
学
」
の
切
り
口
で
学
ぶ
こ

と
に
よ
り
、
自
然
科
学
に
対
す
る
興

味
・
関
心
が
高
ま
る
取
り
組
み
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
低
学
年

Ｑ

Ａ

時
の
学
び
に
よ
っ
て
、
科
学
の
面
白
さ
や
奥
深
さ
に
気
づ
き
、

そ
の
よ
う
な
学
問
を
さ
ら
に
深
く
学
ん
で
い
き
た
い
と
い
う

生
徒
に
対
し
て
は
、
２
年
生
以
降
か
ら
卓
越
研
究
者
の
素
養

を
育
む
研
修
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
日
本
の
将
来
を

担
う
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
卓
越
し
た
研
究
者
）
に

な
る
た
め
に
は
、
豊
か
な
表
現
力
や
国
際
性
が
備
わ
っ
て
い

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
国
語
科
や
英
語
科
と
協
力
し
な
が
ら
、

海
外
研
修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
具
体
的
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
形
大
学
工
学
部
と
連
携
し
た
様
々
な
取
り
組
み
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
リ
サ
ー
チ
で

す
。
高
等
教
育
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
課
題
研
究
の
質

的
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
山
形
大
学
工

学
部
に
在
籍
し
て
い
る
海
外
の
留
学
生
が
毎
週
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
来
校
し
、
英
語
で
生
徒
の
研
究
を

支
援
し
て
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
様
々
な
校
外
研
修
活
動
が
あ
り
ま
す
。
関
西
方
面

へ
の
サ
イ
エ
ン
ス
研
修
で
は
全
国
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
発
表
会

に
参
加
し
な
が
ら
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
富
岳
」
等
の

科
学
関
連
施
設
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

海
外
研
修
で
は
平
成
２
７
年
３
月
に
姉
妹
校
協
定
を
締
結
し

た
国
立
台
湾
師
範
大
学
附
属
高
級
中
学
へ
訪
問
し
、
お
互
い

の
研
究
内
容
を
英
語
で
発
表
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

ＱＡ


